
熊本県民テレビの本社で行われた贈呈式

入
浴
専
用
車
の
贈
呈
式
が

一
月
二
十
七

日
、
熊
本
市
の
熊
本
県
民
テ
レ
ビ
本
社
で

行
わ
れ
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
中
山
昭

男
副
会
長
と
森
事
務
局
長
ら
が
出
席
、
車

輌
を
受
け
と
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
２４
時
間
テ
レ
ビ

『
愛
は
地
球

を
救
う
』
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
キ
ヤ
ン
ペ
ー

ン
企
画
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

全
国

の
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
か
ら
申
し
込
み
の
あ

っ
た
中
か
ら
、
チ

ヤ
リ
テ

イ
ー
委
員
会
や
テ
レ
ビ
局
で
緊
急
度
や
必

要
性

・
利
用
人
数
、
運
用
態
勢
を
調
査
し

て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
中
か
ら
特
に

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
贈
呈
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

今
回
贈
呈
さ
れ
た
入
浴
専
用
車
は
、
小

型
の
巡
回
お
風
呂
車
で
、
細
い
路
地
や
山

道
で
も
移
動
で
き
、
待
時
間
不
要
の
瞬
間

給
湯
や
タ
ン
ク
自
動
給
水
で
、
ふ
ん
だ
ん

に
お
湯
が
使
え
、
浴
槽
は
持
ち
運
び
が
で

き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
ね
た

き
り
老
人

。
身
体
障
害
者
の
居
室
の
近
く

に
持
ち
運
び
、
快
適
な
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
よ
う
と
申
し
込
ん
だ
も
の
で
す
。

現
在

入
浴
サ

ー
ビ

ス
は
、
各

家
庭
を
訪
問
し

て
行

っ
て
い
ま
す
が
、
風
呂
の
大
き
さ
や

場
所
等
で
不
便
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

入
浴
専
用
車
の
導
入
に
よ
り
、
今
後
益
々

高
齢
化
が
予
想
さ
れ
る
本
町
で
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
在
宅
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

1993年
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人□の動き
(4月 4日現在)
世帯数 2,535(± 0)
男  4,014(-4)
女  4,306(-4)
総 数 8,320(-5)

層
ヽプ

●   ●

●   ●

編

集

後

記

△フ
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

大
流
行
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
学

校
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

学
級
閉
鎖
づ
相
次
い
で
い
る
よ
う

で
す
。
試
だ
讀
だ
寒
い
日
は
続
き

讀
す
。
皆
さ
ん
も
健
康
管
理
に
充

分
注
意
し
て
下
さ
い
。
▼
上
色
見

・
洗
川
の
後
藤
ス
エ
∃
さ
ん
（
７９
）

が
昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
か
ら

現
在
ま
で
の

『広
報
た
が
も
り
』

を
大
事
に
保
管
し
て
あ
る
と
聞
い

て
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
現
在
ま
で

三
冊
に
分
け
て
き
れ
い
に
綴
じ
て

あ
り
、
「遠
く
に
行
っ
て
い
る
子
供

達
が
、
帰
っ
て
か
ら
見
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
議
す
。

三

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

議
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
試

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

おめで

く一般寄付〉高森町職員組合青年婦人

部

とうございました (敬称略)

し〉佐藤幸人、古閑久美男、

、力日藤文凡、徳丸末美

荒牧カエコ 荒牧ケサ
加藤 文凡 加藤

すえなが< ′……′、
ぉしぁゎせ|ご

敏杯崎リ

佐藤 秀書ちゃん 一
さんの長男

さんの長女

斐

藤

藤

斐

松

藤

野

甲

後

佐

甲

永

後

塚

目回回

幌

松

藤

岡

永

後

友

ユ
ノ

孝幸

昌則

初 男

子史

(1992

啓

ノ

ヤ

ト

正

お<やみ
もうし

森

さんの 2男

10 ・ 16

12・ 14

12・ 25

赤 ち ゃ ん
たんじよう

(芹  口)12・ 2生
樫本 武蔵ちゃん
(高 森)12・ 17生
楠本 鵬イ‐ちゃん

(高 森)12・ 18生

秋

弘

子

一

子美

千

吉

園

信

久

工
　
ミヽ

サ

詢

森

口

見

留

森

口
森

森

は

高

芹

色

津

高

芹

高

高

/岩下 裕二
大`中 員理
/住吉 安晴
緒`方 節美
/松本 桂治
真`睛 ユカ

色 見・ 戸狩

本  渡  市
色 見・ 西丁

下益城郡・城南町

高森 ・ 上 町

高森 ・旭 通

(14)

大事に保管していますと後藤さん

(1)

弯
ｆ
ｆ

″

一
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′フ
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一

・
わ豊

」

」豊

敬称略竃鶯,

一
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」鰊

a“
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お
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| お 知

始
ま
り
ま
す

所
得
税
、
町
県
民
税
申
告

平
成
四
年
分
の
所
得
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、
平
成
五
年
度
の
町
県
民

税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
下
記
日
程
表
に
よ
り
申
告
の
受
け
付
け
と
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
、
扶
養
証
明
な
ど
の
各
種
証
明
が
発
行
で
き
な
い
ほ

か
、
各
種
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
指
定
期
日

に
必
ず
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

で
す
。
納
税
者
の
皆
さ
ん
―
忘
れ

▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

所
得
税

・
贈
与
税

町
県
民
税
は
、
住
民
税
と
も
い

わ
れ
、
私
た
ち
の
最
も
身
近
な
税

金
と
し
て
、
町
民
生
活
の
向
上
に

直
接
活
用
さ
れ
る
重
要
な
財
源
で

す
。申

告
が
必
要
な
人

▼
農
業
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人

（所
得
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
以
下
で
、
確
定
申
告

を
要
し
な
い
人

▼
昨
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、
今

年

一
月

一
日
現
在
就
職
し
て
い
な

い
人

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え

る
人
②
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

平
成
四
年
分
の
所
得
税
と
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
五
日

ま
で
、
ま
た
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
は
二
月
二
十

一
日
ま
で

唐
辛
子
は
、
い
た
め
物
や
漬
物

な
ど
に
ピ
リ
ッ
と
辛
み
を
効
か
せ

る
料
理
に
欠
か
せ
な
い
材
料
で
す
。

唐
辛
子
は
、
辛
い
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
鉄
分
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、

カ
ロ
チ
ン
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い

て
、
体
の
血
行
を
よ
く
す
る
作
用

が
あ
り
ま
す
。
胃
腸
に
活
発
な
働

き
を
促
し
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
る

効
果
が
あ
り
、
体
調
の
落
ち
て
い

る
と
き
に
唐
辛
子
を
上
手
に
活
用

す
る
と
、
体
調
の
維
持
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

唐
辛
子
を
包
丁
で
切
ろ
う
と
す

る
と
、
種
が
当
た

っ
て
う
ま
く
輪

切
り
に
な

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
き

れ
い
な
輪
切
り
に
す
る
に
は
、
ハ

サ
ミ
で
切
る
こ
と
で
す
。
こ
う
す

る
と
、
薄
く
も
切
れ
る
の
で
、

一

石
二
鳥
で
す
。

唐
辛
子
は
、
細
か
く
薄
く
刻
め

入
れ
る
な
ど
、
辛
さ
を
切
り
方
で

調
整
し
ま
す
。

最
も
辛
い
の
は
、
唐
辛
子
を
丸

ご
と
す
り
鉢
で
す

つ
た
も
の
で
、

辛
さ
は
抜
群
で
す
。

唐
辛
子
は
、
焦
げ
や
す
い
の
が

難
点
で
す
。
具
よ
り
先
に
唐
辛
子

し
ず

つ
い
た
め
な
が
ら
辛
み
を
出

し
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

こ
う
す
る
と
黒
焦
げ
に
は
な
ら
ず
、

見
た
目
に
も
き
れ
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
唐
辛
子
の
中
で
特

に
辛
い
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
答

え
は
タ
カ
ノ
ツ
メ
。
真

っ
赤
な
先

の
と
が

っ
た
赤
唐
辛
子
で
す
。
庭

先
な
ど
で
簡
単
に
栽
培
が
で
き
る

の
で
、　
一
度
試
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

高
　
森

。
　

森

細
か
く
刻
む
ほ
ど
辛
く
な
る

ば
刻
む
ほ
ど
辛
く
な
り
ま
す
。
料

理
に
よ
っ
て
、
辛
み
の
効
い
た
き

ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
や

マ
ー
ボ
ー
豆
腐

を
作
る
と
き
は
、
唐
辛
子
の
種
を

と
ら
な
い
ま
ま
薄
く
刻
み
ま
す
。

自
菜
漬
け
は
種
を
取
り
出
し
て
、

大
き
く
ち
ぎ

っ
て
漬
物
の
容
器
に

を
油
で
い
た
め
て
辛
さ
を
出
し
ま

す
が
、
熱
し
た
油
に
刻
ん
だ
唐
辛

子
を
入
れ
る
と
、
あ

っ
と
い
う
間

に
黒
焦
げ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

い
た
め
物
な
ど
で
唐
辛
子
を
焦
が

さ
な
い
コ
ツ
は
、
油
が
熱
く
な
る

前
に
刻
ん
だ
唐
辛
子
を
入
れ
、
少

岩
　
下

博

幸

さ

ん
０

平成 5年納税相談日程表

●   ●

●   ●

☆ 仕事は楽しいですか

イチゴを主体にやっています。自分で

は、まだ楽しい仕事とは言えないけど、

でもや りがいのある仕事だと思 う。

☆ 今、いちばんやりたいことは

食う、寝る、遊ぶ。

☆ どんな町づ <りを望み示すか

地元に若い人達がのこるような町にし

てほ しい。

(13)

な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

持
参
す
る
も
の

１
、
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申

告
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
「申

告
書
」
と

「印
鑑
」

２
、
給
与
な
ど
の
あ
る
方
は

「源

泉
徴
収
票
」

３
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は

「支
払

っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、

明
細
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
の
明
細
書
」

４
、
生
命
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は
「支
払
い
保
険
料
の
証
明
書
（
一

契
約
九
千
円
超
の
も
の
）
」

５
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は

「支
払
い
保
険
料
の
証
明
書
」

６
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
る
方
は

「登
記
簿
暗
本
」
。
「住

民
票
の
写
し
」
・
「売
買
契
約
書
」

ま
た
は

「請
負
契
約
書
」

・

「住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
証
明
書
」

７
、
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
「損

害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細
書
」

２
月
＝
日
　
東
　
　
医
　
　
院

圏
②
０
３
０
９

２
月
１４
日
　
中
　
村
　
医
　
院

圏
⑦
２
３
３
３

２
月
２１
日
　
立
　
野
　
病
　
院

圏
⑧
０
１
１
１

２
月
２８
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

審
②
０
３
７
８

３
月
７
日
　
南
郷
谷
成
形
外
科

圏
②
３
３
５
１

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

ユ

「

~~¬

囚 □ 因
①奥阿蘇キャンプ場等建設工事 (工期1/25～ 3/25)

16,480,000円       同佐藤建設

②奥阿蘇キャンプ場取付道路建設工事 (工期 同 )
22,660,000円       同村下産業

③奥阿蘇キャンプ場給水施設工事 (工期 同 )
6,252,100円        (資 )日 向 屋

診療は午前 9

時から午後 5

時まで

(2)

正しい申告をお早めに

民

l目
′r、

税

町
唐
辛
子

ア

・
ラ

・
カ
ル
ト

地   区   名
会 場 名

9時～11時 13日寺へ′15時

高森町に於ける (所得税、消費税の確定

申告)所得税の納税相談案内のあった方、

確定所得申告をされる方、還付等を受け

るための申告をされる方、所得税の確定

損失申告書を提出される方、消費税の確

定申告書を提出される方

林業総合センター
(内線197・ 198)

18日 因

19日 {ζ」

22日 (月 ) 旭 通 村 山 ・ 昭 和

23日関 天 神 ・ 上 町 冬 野 ・ 津 留

旧 高 森 保 健 所
2-007424日 (水 ) 横 町 森

25日 (オ| 上 下 日「

26日

`む

矢  津  田 中
JA草部北部支所

4-0231

3月 1日 (月 ) 草部 (社倉 ) 草部 (社倉以外 )
草部
基幹集落センター

4-0802
2日 υ0 芹 口 菅 山

3日 困 永  野  原 下 切

津  留  1 津  留  2 野尻林業センター
5-0802

野  尻  1 野尻 2・ 尾下 1

河  原  1 尾下 2・ 河原 2 河原老人憩いの家
呼5-0240

9日 1カ 洗 川 ・ 大 村 中 原 ・ 前 原
JA上色見支所

2-0243

10日因 戸狩・井上・山鳥 小倉原・西T‐・中園
JA色 見 支 所

2-0244

■職 業
■趣 味
■血液型

農業

スポーツ

元気のいいA型

受付|ま 2月 16日～3月 15日

雌

結

月   日

2月 16口 {カ

17日 1水)

在

4日 困

‐5日 1金)

8日 (月 )

プロフィール



年
　
　
金

女

性

特

派

員

丁丁「平蘇II≡∃

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
／
２
月
２４
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

熊
本
県
で
は
、
女
性
の
視
点
を

通
し
て
県
政
の
広
報
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
、
「く
ま
も
と
女
性

特
派
員
」
（昨
年
ま
で
は

「
マ
マ
さ

ん
特
派
員
」
）
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
期
間
／
２
月
１
日

（月
）

か
ら
２
月
２０
日

（土
）
当
日
消
印

有
効
■
募
集
人
員
／
６
人

■
応
募
資
格
／
熊
本
県
内
に
お
住

ま
い
の
満
２０
歳
以
上
の
女
性

■
応
募
方
法
／
履
歴
書
１
通
と
、

応
募
理
由
を
４００
字
詰
め
原
稿
用
紙

２
枚
以
内
に
ま
と
め
た
も
の
を
〒

８
６
２
　
熊
本
市
水
前
寺
６
１
１８
１

１
熊
本
県
広
報
課

「く
ま
も
と
女

今
年
の
四
月

一
日
か
ら
、
南
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
収
集

（直
接
持
ち
込
み
を
含
む
）
に

つ

い
て
は
、
「専
用
ご
み
袋
」
（有
料
）

を
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

性
特
派
員
募
集
係
」
に
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

■
選
考
結
果
／
４
月
中
旬
ま
で
に

応
募
者
全
員
に
選
考
結
果
を
通
知

し
ま
す
。

■
依
頼
内
容

０
年
間
謝
礼
は
５
万
円

（平
成

４
年
度
実
績
）
と
し
ま
す
。

②
取
材
旅
費
は
、
県
が
負
担
し

ま
す
。
た
だ
し
、
旅
費
の
算

定
は

「熊
本
県
職
員
等
の
旅

費
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

詳
し
く
は
、
県
広
報
課

（
８
０

９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１
内
線

３
１
３
４
、
３
１
３
５
）
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ト
レ
ー
容
器
、
清
涼
飲
料
水
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
オ
ム
ツ
な
ど

様
々
な
使
い
捨
て
商
品
が
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
浸
透
し
て
お
り
、
ご

み
は
増
え
続
け
る

一
方
で
す
。

平
成
三
年
度
に
町
内
の
各
家
庭

類 )

か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
は
、

可
燃
ご
み
千
五
百
二
十
二

ト
ン
、
不
燃
ご
み
五
百
三
十

三
ト
ン
に
な

っ
て
お
り
、
こ

れ
は

一
世
帯
か
ら
七
百
九

十
キ
ロ
の
ご
み
が
出
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
黒
い
ご
み

袋
で
す
と
中
身
が
見
え
ず
、

可
燃
ご
み
の
中
に
空
び
ん

や
空
か
ん
、
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
の
危
険
物
が
多
く
混

じ

っ
て
い
る
な
ど
、
ご
み

の
質
の
向
上
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
空

び
ん
や
空
か
ん
は
、
可
燃

ご
み
と
い
っ
し
よ
に
焼
却

処
分
す
れ
ば
焼
却
灰
埋
立

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
県
政
に
対
す
る
御
意
見
等

を
活
か
す
た
め
に
、
県
政
モ
ニ
タ

ー
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
県
政

に
関
心
が
あ
り
、
積
極
的
な
御
意

見
等
を
お
持
ち
の
方
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
／
１００
名

■
主
な
仕
事
／
課
題
通
信
、
自
由

通
信
、
連
絡
会
議

へ
の
出
席

■
任
　
　
期
／
１
年

■
応
募
資
格
／
満
２０
歳
以
上
で
県

内
に
お
住
ま
い
の
方

（た
だ
し
、

常
勤
の
公
務
員
、
議
会
議
員
を
除

き
ま
す
）

■
応
募
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
４００
字
詰
原
稿
用
紙
１
枚
に

応
募
の
理
由
を
書
い
て
　
一Ｔ
８
６

２
　
熊
本
市
水
前
寺
６
１
１８
１
１

熊
本
県
広
報
課

「県
政
モ
ニ
タ
ー

募
集
」
係
ま
で
送

っ
て
下
さ
い
。

■
募
集
期
間
／
２
月
２７
日

（土
）

ま
で詳
し
く
は
、
県
広
報
課

（
８
０

９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

熊
本
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
で
は
、

広
く
県
民
を
対
象
に
、
２１
世
紀
に

向
け
て
の
新
し
い
生
活
設
計
の
必

要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
暮
ら

し
に
役
立

つ
金
融
経
済
の
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
生
活

設
計
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
き

ま
す
。

■
日
　
時
／
２
月
２６
日

（金
）
午

後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
３０
分

（受

付
は
午
後
１
時
か
ら
）

■
場
　
所
／
熊
本
市
立
図
書
館
ホ

ー
ル

（熊
本
市
大
江
６
丁
目
１
１

７４
　
８
０
９
６

・
３
６
３

・
４
５

２
２
）

■
対
象
者
／

一
般
２００
名
程
度

（入

場
無
料
）

■
内
　
容
／
講
演
会
及
び
質
疑
応

答■
講
　
師
／
稲
岡
真
理
子
氏

（大

阪
市
在
住
　
消
費
生
活

コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
生
活
科
学
評
論
家
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

「暮
ら
し
の
問
題
」

の
レ
ポ
ー
タ
ー
を

つ
と
め
る
。
生

活
設
計
実
践
指
導
者
）

■
演
　
題
／

「バ
ラ
ン
ス
の
あ
る

暮
ら
し
」
新
し
い
豊
か
さ
を
求
め

て■
申
込
方
法
／

ハ
ガ
キ
に

「生
活

設
計
講
演
会
」
と
明
記
し
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

２
月
１９
日

（金
）
ま
で
に
　

Ｔ̈
８

６
２
　
熊
本
市
水
前
寺
６
１
１８
１

１
県
庁
県
民
生
活
総
室
内
　
熊
本

県
貯
蓄
推
進
委
員
会
事
務
局
に
お

申
込
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
県
貯
蓄
推
進
委
員

会
事
務
局

（
８
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１
内
線
３
８
０
２
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

し
た
が

っ
て
専
用
袋
を
使
用
し

て
い
な
い
ご
み
は
収
集
し
ま
せ
ん

し
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ヘ
の
直

接
持
ち
込
み
に
つ
い
て
も
専
用
袋

を
使

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

○
生
ご
み
　
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
な

ど
の
堆
肥
製
造
器
を
使

っ
て
処
理

し
ま
し
よ
う
。

○
古
い
食
用
油
　
手
作
り
せ

っ

け
ん
に
再
利
用
す
る
か
、
古
新
聞

な
ど
に
吸
い
込
ま
せ
て
、
可
燃
ご

み
と
し
て
出
し
ま
し
よ
う
。

○
洗
た
く
　
せ

っ
け
ん
は
リ
ン

を
含
ま
な
い
も
の
を
適
量
使
い
ま

し

よ

つ́

。

○
米
の
と
ぎ
汁
　
庭
木
や
畑
に

ま
く
と
い
い
肥
料
に
な
り
ま
す
。

○
浄
化
槽
　
正
し
く
維
持
管
理

し
ま
し
ょ
う
。
モ
ー
タ
ー
の
電
源
　
の

は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ごみの分別収集の仕組み

●

専
用
の
ご
み
袋
に
な
り
ま
す

四
月

一
日
か
ら
資
源
化
と
減
量
化

焼却灰を埋め立て

アル ミ、スチール
製品の原料に再生

びんの原料に再生

,可燃 ご

不燃ごみ
(金属類 )

ご
ん
燃
び
不
＜

●

●   ●

環
境
汚
染
は
ご
み
問
題
ば
か
り

で
な
く
、
日
常
生
活
か
ら
出
る
生

活
雑
排
水
に
よ
る
河
川
や
海
の
水

質
汚
染
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

町
内
の
河
川
も
例
外
で
は
な
く

汚
染
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
水
を
下
流
域
で
農
業
用
水
と

し
て
利
用
し
て
い
る
た
め
、
農
家

に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

分
別
収
集
」
は
、
①
可
燃
ご
み
、

②
不
燃
ご
み

（わ
れ
も
の
）
、
③
不

燃
ご
み

（金
物
）
、
④
事
業
系
ご
み

の
専
用
ご
み
袋
を
そ
れ
ぞ
れ
使

っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

専
用
の
ご
み
袋
は
四
種
類
で
、

可
燃
ご
み
用
は

一
枚
十
円
（予
定
）

す
。川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、

家
庭
で
で
き
る
工
夫
を
挙
げ
て
み

ま
し
た
。

○
台
所
の
流
し
　
三
角

コ
ー
ナ

ー
に
水
切
り
袋
を

つ
け
た
り
、
排

水

口
に
古
い
ス
ト

ツ
キ
ン
グ
を

つ

け
、
ご
み
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し

■
いし
よ
う
。

地
の
寿
命
を
縮
め
ま
す
が
、
分
別
　
不
燃
ご
み
用
（び
ん
類
と
金
属
類
）

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
に
よ
り
資
源
ご
み
と
し
て
集
　
は

一
枚
十
五
円

（予
定
）
、
事
業
系
　
　
ド
ロ
ト

Ｌに
卜
，
――
り　
′
“
・

め
れ
ば
、
新
し
い
製
品
に
生
ま
れ
　
用
は

一
枚
三
十
円

（予
定
）
。
町
内
　
　
こ

ス
ー
旧
ハ
”
山
ガ
ー
主
Ｑ

変
わ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
商
店
で
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
　
　
ご
み
を
分
別
し
て
出
し
て
い
ま

私
た
ち
の
努
力
次
第
で
、
ご
み
　
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
か
。
可
燃
ご
み
の
中
に
空
び
ん

の
減
量
と
資
源
と
し
て
の
再
利
用
　
　
今
回
の
専
用
ご
み
袋
の
採
用
は
　
や
空
か
ん
が
混
じ
っ
て
い
ま
す
。

が
で
き
る
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
分
別
収
集
に
よ
る
資
源
化
を
進
め
　
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
は
分
け
て

「ご
み
の
適
正
処
理
」
、
「ご
み
　
る
と
と
も
に
、
各
家
庭
及
び
事
業
　
収
集
日
の
朝
出
す
よ
う
に
し
て
く

の
資
源
化
」
の
た
め
の

「ご
み
の
　
者
も
ご
み
に
責
任
を
持

っ
て
い
た
　
だ
さ
い
。

，
Ｗ
●
彰
人マ
彰
●
彰

●
彰
０
杉
●
〉》
●
〉Ｖ
Ｏ
Ｗ
炒

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

半
０
当
０

　

　

　

　

　

　

　

半
ｙ
Ｖ̈
Ｏ
￥
０
彰
●
彰
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(12)

焼  却  場

再生処理業者

再生処理業者

国民年金の
保険料免除制度
保険料は納めたいけれど、経済

的な理由などでどうしても納める

ことができない、そんなときのた

めに保険料の免除制度があります。

免除制度には、傷害年金や生活

保護などを受けている方が当然に

免除される場合 (法廷免除)と 、
加入者の申請に基づいて県知事が

承認したときに免除される場合 (申

請免除)があります。
特に申請免除は毎年自分 自身で

申請しなければなりません。免除

が認められるのは、所得がないか、

所得があっても低い場合です。民

間の生命保険や個人年金に高額の

保険料を掛けている場合などは、

免除が認められないことがあ りま

す。

免除された期間については、老

齢基礎年金を受けるときに、実際

に納めた場合の 3分の 1の年金額

になりますので、免除をうけるこ

とが必ずしも有利とはいえません。

詳しくは、町役場町民福祉課年

金係 (② llll)へ 。

県
政
モ
ニ
タ
ー

演
7舌

ニタL
威た

講生

△ ヨLト
コヽ 口 ]

2/15日
(月 )2/25日 (木)3/5日 (金)時間 9時～15時

相1談

募 集

家
　
庭

。
事
業
所

‐ ‐       ‐・・ ‐■■||‐



①

①

Ｑ

決
意
も
新
た
に

成
人
式
に
９０
人
が
出
席

瘍 蝙 蝙 瘍 瘍 鯰 鶉 瘍

一鷲
一
　

　

．
‐

題「凧あげ」

年長組

のじり りようた くん

題「ぞうさん」

年長組

まつもと ひかる くん

′丼
｀

90人が参加して行われた成人式

正
月
休
み
を
ふ
る
さ
と

で
過
ご
そ
う
と
い
う
帰
省

者
を
交
え
、
新
成
人
の
門

出
を
祝
う
成
人
式
が

一
月

二
日
、
町
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
決
意
を

新
た
に
す
る
新
成
人
九
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
町
の
成
人
式
は
、
毎

年
正
月
の
三
日
に
行
わ
れ

て
お
り
、
若
者
が
自
ら
の

意
思
、
判
断
、
活
動
に
よ

っ
て
積
極
的
に
社
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

の
二
年
目
に
あ
た
る
昭
和

四
十
七
年
生
ま
れ
の
新
成

人
は
、
県
内
で
男

一
万
三
千
三
百

四
十
二
人
、
女

一
万
三
千
六
十
九

人
の
計
二
万
六
千
四
百
十

一
人
で
、

昨
年
の
二
万
五
千
四
百
三
十
二
人

よ
り
九
百
七
十
八
人
増
え
て
い
ま

す
。
本
町
で
も
百
二
十
八
人
が
成

人
を
迎
え
、
昨
年
よ
り
十
七
人
多
一

く
な

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
一

午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
典
一

で
は
、
今
村
町
長
が

「独
立
し
た
一

個
人
と
し
て
、
社
会
に
対
し
責
任
一

あ
る
行
動
を
期
待
さ
れ
、
２１
世
紀
一

を
背
負

っ
て
立

つ
新
た
な
白
覚
と

責
務
を
も

つ
て
頑
張

っ
て
下
さ
い
」

と
激
励
。
続
い
て
草
村
県
議
会
議

員
の
祝
辞
の
後
、
成
人
者
全
員
に

記
念
品

（
シ
ス
テ
ム
手
帳
）
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
成
人
者
を
代
表
し
て

高
森
の
野
尻
英
樹
さ
ん
が

「改
め

て
成
人
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し

ま
し
た
。
今
日
の
日
を
人
生
の
新

た
な
出
発
と
し
、
社
会
の

一
員
と

し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
宣
誓
。
最

後
に
、
成
人
者
の
中
か
ら
四
人
の

代
表
が
２０
歳
の
決
意
を
発
表
。
全

員
で
記
念
写
真
を
撮
り
式
典
を
終

わ
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
同
級
生
と
の
久
し

振
り
の
再
会
に
喜
ぶ
姿
が
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
、
に
ぎ
や
か
な
雰
囲

気
が
漂

っ
て
い
ま
し
た
。

●

●   ●

●
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担任の興相とめ子先生がら…お正月に凧

あげをして遊んだのを思い出しながら、一

生懸命|こ描けました。

担任の興相とめ子先生から ・̈粘上遊びの

大好きなひがるくんの自慢の作品です。シ

ワの多い象の皮膚もよく観察して作れまし

た。

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

入
れ
替
わ
り
　
初
戦
突
破
は
壁
だ
ろ
う
か

先
生
の
　
遺
書
に
な

っ
と
る
年
賀
状

期
待
し
て
　
孔
子
に
頼
む
村
お
こ
し

窮
屈
さ
　
寝
返
り
す
る
と
つ
ん
こ
く
る

入
れ
替
わ
リ
　
ロ
ボ

ッ
ト
に
職
追
わ
れ
た
つ

窮
屈
さ
　
ど
う
し
抜
擢
さ
れ
た
ろ
か

期
待
し
て
　
ロ
シ
ア
は
そ
ぎ
ゃ
ん
甘
う
な
い

窮
屈
さ
　
ど
ぎ
ゃ
ん
仮
縫
い
し
た
つ
か
い

ナ
ン
パ
し
て
　
押
し
の

一
手
で
口
説
い
と
る

真

つ
自
　
子
は
鏡
台
と
遊
び
よ
る

真
紅
増
し
燃
え
る
山
波
初
景
色

初
買
い
に
ま
な
板
求
む
木
の
香
り

寒
の
入
只
ひ
と
鳴
き
の
牛
の
声

落
ち
て
行
く
夕
日
淋
し
や
寒
椿

水
溜
り
模
様
ガ
ラ
ス
の
薄
氷

待
ち
わ
び
し
宮
家
の
婚
儀
松
の
内

冬
の
雨
健
康
の
本
二
冊
買
い

日
溜
り
を
選
び
て
煙
草
の
時
間
と
す

（河
原
す
す
き
野
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

豊

泉

熊 浦 岡
川 塚 本

南 琴
天 司

岩
下
　
哀
草

森
　
　
正
六

本
田
　
訓
子

後
藤
　
法
龍

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
政
隆

本
田
　
初
雄

後
藤
や
よ
い

後
藤
あ
ら
し

(11)

野 尻 保 育

私は、小学校 4年で剣道を

始め、以来10年間続けて参り

ました。高校生時代には、全

国大会に出場し、最大の目標

であった全国制覇も達成でき

ました。このように、私の人

生の中で剣道をはず して語る

ことはできません。今後も剣

道人生を乗り切 り、 自分の夢
に向かって頑張りたい。

この20年間は私のある節目

だと思います。長い長い文章

で言うと、句読点と言ったと

ころでしょう。人生は文章に

似ています。20年間が一つの

文で句読点が成人式、そ して

これに続く文が成人としての

第二の人生だと思う。成人と

して困難や問題に立ち向かえ

る力を身に付けたい。

村下

飩咤

美穂さん

(高森 )

熊谷好里子さん

(芹 口)

小倉 歳幸さん 分を振 り返った時、悔いのな
(津留)  い人間になれたらと思 う。

成人式を迎え、社会人とし

ての自覚と責任感、いろいろ

な社会のしきたりなど学び、

社会に迷惑をかけない一人前

の人間になれるよう、勤勉・

努力をし、30年、40年の後自

住吉 研次さん とで目立つよう頑張 りたい。
(色見)

今 日は、中学校卒業以来あ

った人もたくさんいますが、

皆落ち着いているのに、びっ

くりしました。私も成人式を

迎え、大人としての責任を持

ち、悪いことでなく、良いこ

1'F

句

(4,

‘二
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な
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写真をご希 望 の 方 は .

広報係 へ ご運層 下 さい

さ
ら
に
は

「地
域
」
と
は
、
こ

う
し
た

「自
営
業
」
の
在
り
方
か

ら
し
て
、
も
と
も
と
競
争
原
理
、

市
場
原
理
に
は
な
じ
ま
な
い
。
常

に

「共
存
」
の
枠
組
が
あ

っ
て
、

そ
れ
は
地
縁
性
、
義
理
、
談
合
と

い
つ
た
よ
う
な
様
々
な

「非
合
理

な
」
精
神
風
土
を
生
み
出
す
側
面

も
含
ん
で
い
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
枠
組
が
あ

っ

て
こ
そ
の

「地
域
」
な
の
で
あ
れ

ば
、
必
ず
し
も

「非
合
理
」
の

一

言
の
み
で
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。
問
題
は
そ
う
し
た
共
存
の

枠
組
に
安
定
し
つ
づ
け
て
き
た
「地

域
」
の
閉
鎖
性
に
あ
る
の
で
あ
る
。

な
に
よ
り
も
、
人
間
の
心
、
人
格
、

行
動
に
は
合
理
的
に
は
は
か
れ
な

い
。
常
に

「非
合
理
」
な
側
面
が

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
。
た
だ
し

武
　
田
　
　
　
望

そ
れ
は
閉
鎖
的
で
、
内
に
こ
も
る

よ
う
な
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
正
し
く
子
供
た

ち
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

今

一
つ
は
、
「地
域
」
と
は
常
に

「定
性
」
の
領
域
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
永
代
家
族
制
を
も

つ
て

自
然
環
境
、
社
会
環
境
の
す
べ
て

に
対
し
て
、
人
び
と
が
常
に
共
存

の
た
め
の
そ
の
保
全
を
自
覚
し
つ

づ
け
て
き
た
、
古
来
営
々
た
る
営

み
の
領
域
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
自
然
も
、あ
る
い
は
ど
ん
な
細
々

と
し
た
自
営
業
の
社
会
形
態
で
さ

え
も
、
「地
域
」
の
人
び
と
に
と

っ

て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
パ
ブ
リ

ツ
ク
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

盛
衰
が
く
り
か
え
さ
れ
る
競
争

の
は
げ
し
さ
。
常
に
合
理
的
、
功

利
的
行
動
を
強
い
ら
れ
る
社
会
性
。

団
地
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
居
の
定

ま
ら
な
い
不
安
定
性
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
イ
ー
意
識
の
希
薄
さ
と
人
び
と

の
そ
の

「ま
な
ざ
し
」
の
無
さ
。

こ
う
し
た
都
市
の
示
す
在
り
方
と
、

実
は

「地
域
」
は
全
く
違

っ
た
原

理
で
成
り
立

っ
て
い
る
領
域
社
会

な
の
だ
と
い
う
こ
と
。

都
市
の
活
気
と

「地
域
」
の
営

み
の
の
ど
か
さ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

全
く
違

っ
た
原
理
の
も

つ
在
り
方

な
の
で
あ
り
、
決
し
て
等
質
に
比

較
し
得
る
こ
と
で
は
な
い
の
だ
と

い
う
こ
と
を
正
し
く
子
供
た
ち
に

伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。

具
体
的
実
践
活
動

我
が
子
の
口
ぶ
り
の
端
々
か
ら
、

高
森
中
学
校
の
生
徒
に
意
欲
の
減

退
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
と

つ
て
い
た
親
は
多
い
。

四
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
を
交
え
た
町
お
こ
し
の
会

合
で
も
し
ば
し
ば
そ
れ
は
話
題
に

な

つ
た
。
な
に
か
視
野
を
お
も
い

き

つ
て
拡
大
さ
せ
、
地
域
の
人
々

と
子
供
の
意
欲
を
引
き
出
す
よ
う

な
方
策
は
な
い
も
の
か
。

突
然
、
熊
本
県
の
姉
妹
州
で
あ

る
ア
メ
リ
カ

ｏ
モ
ン
タ
ナ
州
の
広

大
な
風
景
の
中
に
、
町
民
、
子
供

た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
き
こ
ま

れ
た
巨
大
な
手
作
り
鯉
の
ば
り
を

泳
が
す
こ
と
を
思
い
た
ち
、
県
国

際
課
の
助
力
を
得
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
、
町
お
こ
し
グ

ル
ー
プ
の

青
年
た
ち
を
中
心
に
英
語
も
ろ
く

に
話
せ
な
い
メ
ン
バ
ー
十
二
名
で

渡
来
し
た
。
行
く
先
々
の
パ
ー
テ

イ
ー
、
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
で
、
実
に

多
く
の
知
己
を
得
て
帰

っ
て
き
た
。

そ
の
年
の
十
月
、
モ
ン
タ
ナ
州

知
事
夫
妻
、
財
界
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
高
森
町
を
訪
ね
ら
れ
、
町
は
町

民
、
子
供
た
ち
総
出
の
歓
迎
の
る

つ
ぼ
と
化
し
た
。
ほ
ど
な
く
熊
本

県
の
町
村
首
長
の
モ
ン
タ
ナ
州
訪

問
団
の

一
員
と
し
て
渡
米
し
た
高

森
町
長
は
、
モ
ン
タ
ナ
州
知
事
夫

妻
の
特
別
の
歓
待
を
受
け
、
人
的

交
流
を
希
望
す
る
旨
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
得
て
帰

っ
て
き
た
。

次
年
十
月
に
は
、
モ
ン
タ
ナ
州

で
の
、
「ジ
ャ
パ
ン

・
熊
本
フ
ェ
ス

テ
イ
バ
ル
」
に
町
青
年
団
の

「風

鎮
太
鼓
」
が
招
か
れ
、
絶
賛
を
博

し
た
。

平
成
三
年
八
月
に
は
、
モ
ン
タ

ナ
州
か
ら
の
外
国
人
中
学
校
教
師

の
招

へ
い
が
実
現
し
た
。
同
時
期

に
ま
た
、
モ
ン
タ
ナ
州
知
事
か
ら

の
要
請
で
優
秀
な
高
校
生
二
名
が

町
内
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
、
そ
の

間
、
若
者
や
中
学
生
と
の
様
々
な

交
歓
が
あ

つ
た
。
ま
た
す
で
に
、

モ
ン
タ
ナ
州
と
の
大
が
か
り
な
経

済
交
流
を
は
じ
め
た
町
お
こ
し
グ

ル
ー
プ
の
青
年
た
ち
も
い
る
。

九
月
に
は
、
モ
ン
タ
ナ

・
ロ
グ

ハ
ウ
ス
の
建
築
に
来
町
し
た
著
名

な

ロ
グ
ビ
ル
ダ
ー
と
地
元
大
工
さ

ん
た
ち
と
の

一
カ
月
間
に
わ
た
る

楽
し
い
技
術
交
流
も
あ

つ
た
。

モ
ン
タ
ナ
州
は
、
ア
メ
リ
カ
諸

州
の
中
で
も
最
も
開
発
を
免
れ
て

い
る
州
で
あ
る
。　
ロ
ッ
キ
ー
山
脈

を
臨
む
イ

エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
、
グ

レ
イ
シ
ヤ
ー
の
広
大
な
二
つ
の
国

立
公
園
を
有
し
、
温
厚
、
実
直
で
、

明
る
い
気
風
の
人
び
と
が
質
実
な

生
活
を
営
ん
で
い
る
。
全
米
で
も

屈
指
の
高
い
教
育
水
準
を
保

っ
て

い
る
背
景
に
は
、
実
は
人
び
と
の

こ
う
し
た
実
直
な
ま
な
ざ
し
の
暖

か
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
近
年
、

そ
う
し
た
風
土
に
魅
せ
ら
れ
て
、

様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
も

つ

人
び
と
が
モ
ン
タ
ナ
州

へ
集
ま

っ

て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
（次
号

へ
）

海
外
地
域
間
交
流
の

時

代

の
基

礎

教

育

成人おめでとう

いつも何かを探し続けよう

(2)
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1月 15日 は 「成人の日」-20歳 を迎えた
皆さんのなかには、夢や希望に胸を膨らませ

ている方も多いでしよう。

あなたの門出を祝って、バルセロナ 。オリ

ンピック女子マラソン銀メダリス トの有森裕

子さんから、メッセージをいただきました。

新
成
人
に
贈
る
言
葉
　
封
発
ダ
財刈クだじ
　
有
森

裕
子

私
が
成
人
の
日
を
迎
え
た
の
は
、

い
ま
か
ら
六
年
前
、
大
学
二
年
の

と
き
で
し
た
。
駅
伝
を
控
え
、
そ

の
練
習
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
成
人
式
に
出
席
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
れ
が
い
ま
思
え
ば

残
念
な
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
ろ
の
私
に
は
、
体
育
の

教
師
に
な
る
と
い
う
目
標
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
き

つ
か
け
を
与
え

て
く
れ
た
人
は
、
小
学
校
三
、
四

年
の
と
き
の
体
育

の
先
生
で
し
た
。

運
動
を
通
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
教
わ
り
ま
し
た
。
と
て
も
信
望

の
厚
い
先
生
で
、″
私
も
体
育
の
先

生
に
な
ろ
う
″
と

い
う
大
き
な
力
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。

大
学
に
入
り
陸

上
を
続
け
た
最
も

大
き
な
理
由
も
、

教
師
に
な
り
た
か

つ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
大
学
四

年
生
に
な
り
、
い

ざ
就
職
を
決
断
す

る
と
き
に
、
ま
だ
ま
だ
走
り
続
け

た
い
自
分
が
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。

自
分
に

負
け

て
な
る
も

の
か

社
会
人
に
な

っ
て
三
年
。
学
生

時
代
に
は
、
遠
い
夢
の
か
な
た
の

存
在
で
あ

っ
た
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

ヘ

の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。
夢
が

現
実
と
な

っ
た
の
で
す
。

三
十
五
～
四
十
キ

ロ
を
、
午
前
と

午
後
に
分
け
て
走
り
込
み
ま
し
た
。

来
る
日
も
来
る
日
も
、
黙
々
と
走

り
続
け
る
の
は
、
と
て
も

つ
ら
い

こ
と
で
す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
、

孤
独
と
精
神
力
の
闘
い
で
し
た
。

で
も
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
メ
ダ

ル

を
と
り
た
い
と
い
ぅ
目
標
が
き

つ

い
練
習
の
日
々
の
中
で
、
″
自
分
に

負
け
て
な
る
も
の
か
″
と
い
う
勇

気
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

こ
と
に
も
耐
え
ら
れ
、
乗
り
越
え

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

″
こ
れ
″
と
い
う
も
の
が

必
ず
あ
る
は
ず

で
す
か
ら

″
私
に
は
こ
れ
が
あ

る
″
″
こ
れ
し
か
な
い
″
と
い
う
も

の
を
、
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
人
に
も
、″
こ

れ
″
と
い
う
も
の
は
必
ず
あ
る
は

ず
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
見
つ

け
ら
れ
る
の
は
、
人
生
の
中
で
も

一
番
輝
く
と
き
―

三

十
歳
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
の

で
す
。
二
十
歳
の
季
節
を
迎
え
ら
れ
た

皆
さ
ん
に
私
が
言
え
る
こ
と
は
、

自
分
に
あ

っ
た
何
か
を
、
い
つ
も

探
し
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
目
標
が
見

つ
か

つ
た
な
ら
、

一
途
に
こ
だ
わ

っ
て
み
る
こ
と
も
、
若
さ
の
素
直

さ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
新
た
な

目
標
を
見

つ
け
る
た
め
に
、
走
り

続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（談
）

目
標

が
見

つ
か

つ
た
ら

一
途

に

こ
だ
わ
る

バ
ル
セ
ロ
ナ

。
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

ま
で
数
か
月
間
は
、　
一
日
平
均
で

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
と
て

も
意
地

っ
張
り
で
、
何
か

一
つ
の

こ
と
を
や
ろ
う
と
思
い
立

つ
と
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う

性
格
で
し
た
。
四
十
二

・
一
九
五

キ

ロ
を
完
走
す
る

マ
ラ
ソ
ン
に
、

そ
ん
な
性
格
が
少
し
は
役
に
立

っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
と
き

ど
き
思
い
ま
す
。

私
に
は
マ
ラ
ソ
ン
し
か
な
い
―
―

つ
ま
り

〃
こ
れ
し
か
な
い
″
と
い

う
。
あ
る
意
味
で
切
羽
詰
ま

つ
た

思
い
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な

つ
ら
い

(10)
(5)
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観音霊場めぐり

国
道
三
二
五
号
線
バ
イ
パ
ス

t

ツ
ツ
ジ
の
苗
本
を
植
樹

ツ
ツ
ジ
の
植
樹
作
業
が
十
二
月

二
十
五
日
、
草
部
の
国
道
三
二
五

号
線
沿
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
が
財
団
法
人

『
熊
本
緑
の
財

団
』
か
ら

一
部
助
成
を
受
け
、
ツ

ツ
ジ
と
サ
ツ
キ
の
苗
木
千
本
を
購

入
、
植
樹
を
草
部
地
域
活
性
化
事

業
推
進
委
員
会
と
草
部
福
寿
会
が

行

っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
午
前
九
時
に
両
団

体
か
ら
約
５０
人
が
国
道
三
二
五
号

線
の
バ
イ
パ
ス
に
集
合
。
伸
び
て

い
る
枯
れ
草
な
ど
を
き
れ
い
に
刈

り
、
用
意
さ
れ
た
ツ
ツ
ジ
と
サ
ツ

キ
の
苗
木
を
、
五
十
一
ン
間
隔
で
交

互
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

．ヽ
，
一
ヽ
ご
●
〓
ゞ
憲畿

量
一

／

，争

∵
二

■

一
　
●

清掃のあと 1本 1本丁寧に植樹

約
五
百
体
の
お
地
蔵
さ
ん
が
並
ぶ

絶
景

の
地
二
十

一
番
清
水
寺

長
福
寺
か
ら
西

へ
西

へ
と
進
み

ま
す
と
、
自
水
村
の
二
本
松
と
い

う
と
こ
ろ
を
通
り
、
清
水
寺

へ
と

通
じ
ま
す
。

途
中
か
ら
南
外
輪
山

へ
と
登

っ

て
い
き
ま
す
が
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

が
こ
ん
も
り
と
茂

っ
た
山
道
の
コ

ー
ス
と
な
り
ま
す
。

何
回
と
な
く
カ
ー
ブ
を
過
ぎ
た

こ
ろ
、
石
像
の
観
音
さ
ん
と
急
な

階
段
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

を

一
段

一
段
登

っ
て
行
き
ま
す
と
、

四
角
す
い
の
緑
色
し
た
屋
根
が
姿

を
現
わ
し
て
き
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
南
郷
谷
を

一
望
で

き
る
絶
景
の
地
に
た

つ
清
水
寺
に

到
着
し
た
の
で
す
。

副
ご
住
職
の
本
田
清
道
さ
ん
が
、

作
業
の
手
を
休
め
て
お
い
で
に
な

り
ま
し
た
。

な
ん
で
も
、
孝
女
白
菊
の
物
語

と
同
じ
よ
う
に
し
て
お
か
ね
ば
と
、

お
寺
周
辺
の
竹
や
木
の
伐
採
に
精

を
出
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
う
で
す
。
明
治
の
国
文
学

者
落
合
直
文
作
の

「孝
女
自
菊
」

に
登
場
す
る
山
寺
は
、
こ
の
清
水

寺
が
モ
デ

ル
だ

つ
た
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

物
語
で
は

『
遠
い
彼
方
を
眺
め

に
　
た
ら
と
も
し
び

虐地
　
一
っ
が
か
す
か

力
　
に
見
え
る
』
と

身
　
表
現
さ
れ

て
い

は　ま
す
の
で、
お

れ
　
寺
周
辺
の
視
界

詢
　
は
よ
か
つ
た
も

月
　
の
と
思
わ
れ
ま

々
　

夕ヽ

。

は
　
　
さ
ほ
ど
広
く

飢　
な
い
境
内
を
通

た
　
っ
て
、
み
堂
ま

で
案
内
さ
れ
て
み
ま
す
と
、
正
面

に
高
さ
約
二
十
一
ン
の
千
手
観
音
さ

ん
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
清

水
寺
の
ご
本
尊
に
し
て
は
不
似
合

い
な
大
き
さ
と
思
い
き
や
、
こ
こ

で
も
や
は
り
秘
仏
の
た
め
に
通
常

は
見
ら
れ
な
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
ミ
ニ
チ

ュ
ア
判
と

も
ゆ
う
べ
き
こ
の
観
音
さ
ん
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

お
釈
迦
様
の
誕
生
日
に
あ
た
る
四

月
八
日
や
年
末
か
ら
正
月
に
か
け

て
な
ど
、
ご
開
帳
の
時
期
が
い
ろ

い
ろ
と
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

見
れ
る
機
会
は
多
く
な

っ
て
い
ま

す
。ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
奥
の
方
か

ら
ご
住
職
の
本
田
清
孝
さ
ん
が
お

見
え
に
な
り
ま
し
た
。
ど
こ
か
の

和
尚
さ
ん
は
、
ネ

コ
を
紙
袋
に
押

し
込
ん
で
ポ
ン
と
蹴
る
と
か
申
し

ま
す
が
、
同
じ
山
寺
の
和
尚
さ
ん

で
も
こ
ち
ら
は
そ
ん
な
こ
と
な
さ

い
ま
せ
ん
。

見
る
か
ら
に
や
さ
し
い
お
顔
立

ち
と
語
り
ぐ
ち
、
さ
ら
に
や
さ
し

い
物
腰
な
ど
、
ど
れ
を
と

つ
て
も

ま
る
で
生
き
仏
さ
ん
で
す
。

そ
ん
な
本
田
さ
ん
と
境
内
を
見

て
回
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

一
番
お

ど
ろ
か
さ
れ
る
の
は
、
何
と
五
百

体
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
大
小

様
々
な
お
地
蔵
さ
ん
が
、
と
こ
ろ

せ
ま
し
と
奉
納
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
身
代
わ
り
地
蔵
、
水
子
地
蔵
と

い
っ
た
、
顔
や
形
が
違
う
た
く
さ

ん
の
地
蔵
さ
ん
が
ひ
し
め
き
あ

つ

て
い
る
の
で
す
。
中
に
は
、
ど
こ

の
病
院
か
ら
も
見
放
さ
れ
た
け
ど
、

身
代
わ
り
地
蔵
の
お
か
げ
で
い
ま

で
は
元
気
に
働
い
て
い
る
と
い
う

手
記
も
あ
る
そ
う
で
す
。

閑
静
な
た
た
ず
ま
い
の
中
に
あ

っ
て
、
こ
れ
だ
け
奉
納
さ
れ
て
い

る
と
い
う
の
は
、
よ
ほ
ど
ご
利
益

が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
々
か
ら

信
仰
さ
れ
て
き
た
か
が
う
か
が
え

ま
す
。
一
体

一
体
を
見
て
み
ま
す
と
、

奉
納
者
の
わ
ら
を
も

つ
か
む
切
実

な
願
い
を

一
身
に
引
受
け
、
長
い

風
雪
を
耐
え
忍
ぶ
そ
の
姿
に
心
打

た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
田
住
職
か
ら
見
送
ら
れ
、
階

段
を
下
り
る
こ
ろ
に
は
日
が
と

つ

ぶ
り
と
暮
れ
、
夜
の
し
じ
ま
が
辺

り
を
包
み
は
じ
め
ま
し
た
。

さ
て
、
次
回
は
日
を
改
め
ま
し

て
、
自
水
村
に
あ
り
ま
す
二
十
二

番
札
所
夕
照
寺
か
ら
訪
ね
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
（次
号

へ
続
く
）

韓国学生日本の生活を体験

●   ●

●   ●

日本 と韓国との交流事業 「かちがらす計画」で

ソウル市内から交流学生が、12月 27日 から1月 9

日までの日程で本町を訪れ、高森・旭通の中原武

幸さんの家でホームスティをし、 日本の生活体験
をしました。

訪れたのは、ソウル市の梨花女子大学で政治学

を専攻 している李恵珍さん (21)。 李さんはホーム

スティの間、各種団体や中学生との交流、 日本の
正月を体験するなど交流を深めました。また、李

さんは日本語を習い始めて 1年未満ですが、日本

語が大変上手で 「車の窓から見る看板がとても楽

しかつた。せつかく日本に来たのだからもっと日

本語を勉強して帰 りたい」と初めて訪れた日本の

印象を丁寧な日本語で語っていました。

「かちがらす計画」は、近くて遠い国、この両

国国民の相互理解を促進することにより、調和、

敬意、協力を基礎とした、発展的日韓新時代を創

造することを目的に、今年で 6回 目を迎えます。
名称 となった 「かちがらす」は日本の特別天然

記念物であり、韓国では国鳥 「カチ」として国民

に愛されています。

地図を見ながら交流の李さん (中央)と 中原さん夫婦

(9)

今村町長から感謝状を受ける荒牧さん

南
阿
蘇
鉄
道
か
ら

一
月
五
日
、
高
森

。
上

色
見
の
荒
牧
英
男
さ
ん

（８１
）
に
、
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

荒
牧
さ
ん
は
、
南
阿
蘇
鉄
道
が
昭
和
六
十

一
年
四
月

一
日
に
開
業
し
、
国
鉄
か
ら
第
二

セ
ク
タ
ー
鉄
道

へ
移
行
し
た
当
時
の
状
態
や

そ
れ
か
ら
約
五
年
間
に
わ
た

つ
て
撮
り
続
け

た
写
真
、
そ
の
時
々
を
と
ら
え
報
道
し
た
各

新
聞
の
切
り
抜
き
を
収
集
し
た
フ
ア
イ
ル
三

冊
を
南
阿
蘇
鉄
道
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

南
阿
蘇
鉄
道
で
は
開
業
当
時
、
大
変
忙
し

い
中
、
そ
の
よ
う
な
事
は
で
き
て
お
ら
ず
、
「今

回
こ
ん
な
に
も
順
序
よ
く
整
理
さ
れ
た
も
の

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
南
阿
蘇
鉄
道
歴
史

の
貴
重
な
記
録
と
し
て
大
切
に
保
存
し
ま
す
」

と
、
感
謝
の
意
を
こ
め
て
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。こ
の
日
は
、
南
阿
蘇
鉄
道
の
代
表
取
締
役

社
長
の
今
村
町
長
が
、
上
色
見
の
荒
牧
さ
ん

の
自
宅
に
出
向
き
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

南
阿
蘇
鉄
道
の
記
録
を
寄
贈

(6)
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て思い起こし、火災を出さないため |こは何を

すればよいのかを、「春の全国火災予防運動」

を迎えて、みんなで考えてみましよう。今年

度の全国統一防火標語は、「点検を重ねて築<
火災ゼロ」です。

●

最
大
の
被
害
者
は
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

●

災
の
約
二
割
は

一
般
家
庭
で
起
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
火
災
の
最
大
の

被
害
者
が
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年

寄
り
で
す
。
春
先
の
火
災
は
、
空
気

が
乾
燥
し
て
い
た
り
強
い
風
が
吹
い

て
い
た
り
し
て
、
火
の
回
り
が
早
い

た
め
、
逃
げ
遅
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
か
ら
で
す
。
ま
し
て
乳
幼
児
や

お
年
寄
り
は
、
火
を
見
て
怖
が

っ
た

り
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
か

っ

た
り
し
て
、
悲
惨
な
結
果
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

火
災
は
、
慣
れ
と
油
断
か
ら
発
生

す
る
と
い
い
ま
す
。　
一
瞬
に
す
べ
て

を
焼
き
尽
く
し
、
灰
に
し
て
し
ま
う

火
災
―

怖
い
災
害
と
分
か

っ
て
い

て
も
、
そ
れ
を
防
ぐ
気
持
ち
が
緩
み

が
ち
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
火
災

か
ら
わ
が
家
を
守
る
た
め
に
は
二
こ

れ
だ
け
備
え
れ
ば
」
「
こ
れ
だ
け
注
意

を
し
て
い
れ
ば
も
う
大
文
夫
」
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の

心
が
け
と
行
動
を
継
続
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

平
成
二
年
の

一
年
間
に
、
全
国
で

五
万
四
千
八
百
七
十
九
件
の
火
災
が

発
生
し
、
千
八
百
十
七
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。　
一
日
当
た
り
お
よ
そ
五

人
が
、
火
災
の
犠
牲
に
な

っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
冬
か
ら

春
先
に
か
け
て
の
火
災
で
亡
く
な
る

人
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
平
成
三

年
中
を
み
て
も
、　
一
～
四
月
と
十
二

月
の
五
か
月
間
で
、
火
災
に
よ
る
総

死
者
数
の
五
六
％
に
当
た
る
千
十
八

人
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

火
災
に
よ
る
損
害
も
千
六
百
十
四
億

千
九
百
七
十
五
万
円
で
、
火
災

一
件

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
二
百
九
十

四
万
円
の
損
失
額
と
な
り
ま
す
。

亡
く
な
る
人
が
最
も
多
い
火
災
は

住
宅
火
災
で
、
建
物
の
火
災
の
死
者

の
う
ち
、
九
〇
％
が
住
宅
火
災
の
死

者
な
の
で
す
。
国
内
で
起
き
た
全
火

1日 当たりおよそ5人が火災の犠牲になっている

′ヽ
.しノ

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
火
災
が
多
い

し
て
い
る
時
間
帯
に
当
た
る
た
め
、

亡
く
な
る
人
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
次
い
で
多
い
の
が
、
午
後
二

時
台
と
午
後
十

一
時
台
で
す
。

で
き
る
な
ら
、
家
庭
の
中
に
も
簡

易
火
災
報
知
器
を
取
り
付
け
、
寝
て

い
る
間
の
出
火
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
万
全
の
対
策
を
と
り
た
い
も
の

で
す
。

出
火
の
原
因
で
は
、
こ
ん
ろ
に
よ

る
火
災
が
六
千
百
五
十
六
件
、
な
か

で
も
普
及
率
の
高
い
ガ
ス
こ
ん
ろ
が

最
も
多
い
の
で
す
。
次
い
で
、
た
ば

こ
、
放
火
、
た
き
火
の
順
と
な

っ
て

い
ま
す
。
寒
い
時
期
は
、
暖
を
と
る

た
め
の
火
気
の
使
用
が
増
え
ま
す
。

器
具
や
火
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分

注
意
し
ま
し
よ
う
。

火
災
発
生
の
時
間
帯
で
多
い
の
は
、

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
で
す
。
特

に
多
い
の
が
午
前

一
時
台
の
火
災
で
、

平
成
二
年
中
に
は
百

一
人
が
亡
く
な

つ
て
い
ま
す
。
寝
入
り
ば
な
や
熟
睡

0

春の全国火災予防運動

冬から春先 |こかけて空気が非常 |こ乾燥し、

強い風が吹<日が多いものです。さらに、暖
房器具など火を使うことも多いため、 4年の

うちで最も火災が多い時期です。

日ごろから忘れがちな人の恐ろしさを改め

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
家
族
で
話
し
合
お
う

合
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

各
地
の
消
防
署
で
は
、
「春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
」
の
期
間
中
、
消
火

訓
練
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
行
事

を
実
施
し
ま
す
。
こ
う
し
た
行
事
に

は
家
族
や
地
域
で
積
極
的
に
参
加
し
、

火
災
通
報
の
正
し
い
か
け
方
や
初
期

消
火
の
や
り
方
、
さ
ら
に
正
し
い
消

化
器
の
取
り
扱
い
方
な
ど
を
教
わ
り

ま
し
ょ
う
。
火
災
が
起
き
た
と
き
で

も
慌
て
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に
火
を
消
し

止
め
ら
れ
る
の
は
、

一
人
ひ
と
り
の
　
の

地
道
な
努
力
な
の
で
す
。

火
災
で
の
死
亡
原
因
で

一
番
多
い

の
は
や
け
ど
、
次
い
で

一
酸
化
炭
素

中
毒
や
煙
に
巻
か
れ
て
の
窒
息
で
す
。

死
に
至
る
経
過
で
は
、
逃
げ
遅
れ
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。
発
見
が
遅
れ
、

気
づ
い
た
と
き
に
は
火
や
煙
が
回
り
、

す
で
に
逃
げ
道
が
な
か

っ
た
と
思
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

焼
死
者
の
ほ
ぼ
半
数
以
上
は
、
お

年
寄
り
や
乳
幼
児
、
病
人
や
体
の
不

自
由
な
人
で
す
。
お
年
寄
り
や
子
ど

も
は
、
玄
関
や
非
常
口
な
ど
、
出
口

に
近
い
場
所
に
寝
室
を

つ
く
る
よ
う

な
配
慮
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
日

ご
ろ
か
ら
家
族
で
火
災
が
あ

っ
た
と

き
の
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
話
し
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町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせください。

総務課

広報統計係

(8②llll)

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が

一
月
十
日
、
高
森
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
雨
の
降
る
な
か

通
常
点
検
や
分
列
行
進
な
ど
が
勇

壮
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
式
に
先
立
ち
、
午
前
八

時
か
ら
ポ
ン
プ
車
、

小
型
ポ
ン
プ
付
き

積
載
車
な
ど
の
車

両
十
九
台
が
、
役

場
か
ら
高
森
小
学

校
ま
で
町
内
を
パ

●

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
午
前
九
時
か

ら
行
わ
れ
た
式
に
は
消
防
団
員
（十

四
分
団
三
百
四
十
四
人
）
、
高
森
中

学
校
少
年
消
防
隊

（三
十
五
人
）

な
ど
三
百
七
十
九
人
が
参
加
。
今

村
町
長
が

「火
災
発
生
に
よ
り
尊

い
命
が
失
わ
れ
る
様
な
事
態
が
生

じ
な
い
様
、
予
防
消
防
に
共
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
式
辞
。

塚
本
団
長
が

「我
々
消
防
人
の
目

標
は
無
火
災
で
す
。
団
を
挙
げ
て

予
防
消
防
に
励
ん
で
下
さ
い
」
と

訓
示
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
各
分
団
に
分
か
れ
て

通
常
点
検
を
行
い
、
消
防
車
や
積

載
車
を
従
え
て

の
分
列
行
進
を

披
露
。
別
所
の

堤
で

一
斉
放
水

を
し
て
終
了
し

ま
し
た
。

通
常
点
検
の

成
績
と
表
彰
さ

れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り

（敬

称
略
）

■
通
常
点
検

①
９
分
団

（色
見
）
②
６
分
団

（高
森
）
③
３
分
団

（草
北
）

■
表
彰
者

▼
消
防
庁
長
官
表
彰

杉
田
冨
雄
、
大
内
田
奉
文
、
後
藤

徹
也
、
鶴
林
正
昭
、
本
田
逸
雄
、

馬
原
孝

一
、
岩
下
栄
治
、
竹
内
辰

三
、
勝
木
富
昭
、
堤
昌
徳
、
三
森

吉
朗
、
古
澤
捨
男

▼
県
消
防
協
会
長
表
彰

（功
績
章

勤
続
２０
年
）

後
藤
正
三

（機
動
分
団
長
）
ほ
か

Ｈ
人
▼
同

（勤
績
章
勤
続
１５
年
）

大
塚
孝
勇

（５
分
団
長
）
ほ
か
２６

人▼
同

（表
彰
状
）

岩
下
健
治

（消
防
主
任
）

▼
高
森
町
長
表
彰

甲
斐
英
敏

（３
分
団
２
部
班
長
）

ほ
か
１５
人

▼
消
防
本
部
消
防
長
及
び
高
森
町

長
表
彰

（感
謝
状
）

三
森
幸
喜
、
佐
伯
秀
和
、
三
森
明

美
、
三
森
惟
継

（初
期
消
火
活
動
）

華
や
か
に
町
内
を
バ
レ
ー
ド
す
る
ポ

ン
プ
車
と
小
型
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車

団
員

一
人
ひ
と
り
を
点
検
す
る
今
村

町
長

（通
常
点
検
）

新
春
を
飾
っ
て

勇
壮
に
消
防
出
初
め
式

雨の降るなか行われた消防出初め式

町長表彰を受ける消防団員

●
― てヽコ

ヨ
】

０

」ャ
リ
ン

■
、
ヽ
、
り

一

二

―

た
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